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幽しやうと努力することにつとめ，同時に又，一般杜會に証しても從來の頑固

な保守主義を攣更することとした．自分が此の最初の新態度を採ったのは昭和

4年であった．〔山本別刷第24號“太陽黒黒占の地球に與ふる影響についての新直

明”を見られよ〕

　このことあって以來，吾人は黒雨問題については，（もはや，材料と誰擦とは

澤山あるのであるから）よほど進取的であり，むしろ，問題が人類耐：會の實際

生活に關係が深いものだから，軋る場合には，率先して世人の注意を太陽黒貼

に向けやうと勢力してみる．勿論，天文家の中にも，氣象話者の中にも，今尚

ほ昔しの如き保守的な態度を採9つづけてみる人が少なくない．しかし，此等

は，言はr’太陽のことを知らない天文家であり，氣象學者である．

　今や，世と共に，學界も非常に進歩しつNある．二者は塑にとだわっては

ならない．研究封象に卜する進歩的態度も，又，保守的態度も，必ず其れには

深い意味が無くてはならない．盲目は富盛者の最も嫌ふべき態度である．守る

べき時に守り，進むべき時に奮って進む態度こそ，痴者には必要であるが，勿

論，之れは聴明と勇魚とを有たなくてはならない．

　瀬戸へ蹄つた本田誌面が，最近，非常に綿密な方法で太陽黒黒占の研究を始め

た．同君は，一昨年慮召者となる前，既に極めて注意深く太陽現象に立ち向つ

たが，其の後，ニケ年の長い間，よく想を練ひ，方法を考へたものらしV・．い

よ々々今回，元の任地に蹄って，適量な望遠鏡が手に入るや否や，すぐ，徹底

的な太陽研究に奮進ずることになった．只，望ましいことは，同君の健康が良

く，又，瀬戸の天位が恵まれて，此の種の研究が出論るだけ長く績けられるこ

とである．（190－3－3）

ベル1に，また，日食！！

　去る1937年6月に南米ベルンに皆既日食があって・京都から山本柴田堀井3氏

が要る四々出張したことは未だ吾人の記憶に新たであるが，漏る1941年にも，

其の三月27日に，又，太辞職からペル1へかけて見える日食がある・この日食

は，金環食であって，・皆既食でないため，コロナは見えないが，しかし時刻の

観測には重要なものである．近時，コロナは佛入リヨ1氏等の研究によって日

食以外の時にも昂る程度の素謡が出慮るやうになったが・其の代り・月の運行

の研究のため，日食の時刻の精密襯測は，掩蔽よりも遙かに重要なものと考へ

られるに至った。此の問題の爲には．皆既食と金環食とは同じ：重要さを有っ．

來年のはリマ，ワンカヨ，ビスコ，クスコ等の市内で立派に観測し得られるも

のである．詳細は後報する．（急報414参照）


